
平成 29年度東濃支部学術研修会報告 

 

日時：8月 27日(日) 13：00～16：30 

場所：東濃厚生病院 健康管理センター２階会議室 リハビリテーション室 

テーマ：『急性期における理学療法介入の考え方』 

講師：中津川市民病院 理学療法士 曽我卓馬先生 

アシスタント：中津川市民病院 理学療法士 今井則之先生 

参加人数：23人(スタッフ含) 

  

今回は、中津川市民病院の曽我先生、

今井先生をお招きして、急性期における

理学療法介入の考え方についてご講演

頂きました。前半の座学では、急性期に

おける患者様の身体・心理的な状態につ

いて、様々な視点からご説明頂きました。

早期離床はメリットが多く重要ではあ

るが、離床ができる状態であるかの評価

を誤って離床することで生じるデメリ

ットについても学ぶことができました。 

 後半の実技では、ベッド上での体位変

換、寝返り、起き上がり動作について患

者様視点で体験することを目的に、グル

ープに分かれてこれらの動作介助を行

いました。その際に、雑に介助した時と

丁寧に介助した時に、介助された側は

「どう感じるか」、歪んだ臥位姿勢でし

ばらく過ごすと身体にどんな感覚がす

るかを皆でフィードバックし合いまし

た。講義の中でもありましたが、体位変

換やオムツ交換なども「運動」であり、

これらの刺激全てが患者様に影響する

ことを学ぶことができました。この体験

を元に、相手の反応を感じながら頭部挙

上から誘導して起き上がりにつなげる実技を行いました。「相手の反応を感じる」ことの難しさを

感じつつも、楽しくあっという間に時間が過ぎてしまい、充実した内容であったと思います。 

  

最後に、貴重な時間を割いてご講演頂きました曽我先生、アシスタントを務めて頂きました今井

先生、準備に携わってくれたスタッフの皆様、準備や後片付けを手伝ってくださいました会員の皆

様に心より御礼申し上げます。 

            

東濃支部学術研修担当 浅井智也 


